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平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入
院治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。
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平戸市病院事業管理者兼
平戸市立生月病院
院長 山下　雅巳

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

我
が
国
は
、
令
和
２
年
１
月
に
国
内
で

初
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
以
来
、
押
し
て
は
引
き
、

引
い
て
は
押
し
寄
せ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
荒
波

に
、
経
済
や
医
療
等
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
活

動
が
３
年
に
わ
た
る
奮
闘
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
感
染
症
は
、
地
方
を
も
例
外
と
せ

ず
、
昨
年
夏
に
は
、
平
戸
市
に
お
い
て
も

猛
威
を
ふ
る
い
、
市
民
に
も
不
安
が
走
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
戸
市
民
病
院
及
び
生
月
病
院
に
お
い

て
は
、
市
民
が
抱
え
る
健
康
上
の
不
安
に

寄
り
添
う
こ
と
を
第
一
義
に
、
直
面
す
る

医
療
に
献
身
的
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
医
療
の
砦
で

あ
る
公
立
病
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
再

認
識
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
ま
た
、

職
員
に
と
り
ま
し
て
は
、
公
立
病
院
に
身

を
置
く
一
員
と
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
を
も

っ
て
大
き
な
山
を
越
え
た
こ
と
で
医
療
従

事
者
と
し
て
の
自
信
を
深
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

令
和
５
年
は
卯
年
で
す
。
十
干
と
十
二

支
を
組
み
合
せ
る
本
来
の
干
支
「
癸
卯
（
み

ず
の
と
・
う
）
」
で
は
〝
こ
れ
ま
で
の
努

力
が
花
開
き
、
実
り
始
め
る
〞
と
い
わ
れ

る
縁
起
の
良
い
年
で
す
。
令
和
５
年
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
が
一
定
落
ち
着
く
の
で

は
な
か
ろ
う
か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
教
訓
を
得

た
社
会
が
何
ら
か
の
変
革
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
か
ろ
う
か
、
跳
ね
る
ウ
サ
ギ
の
縁

起
の
良
い
干
支
に
〝
飛
躍
〞
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
市
長
が
市
立

病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
諮
問
し
て
お

り
ま
し
た
市
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

昨
年
12
月
に
最
終
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て

市
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平

戸
市
民
病
院
及
び
生
月
病
院
は
、
地
域
医

療
の
中
核
を
担
う
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
ま
す
が
、
医
療
圏
域
人
口
の
減
少

に
伴
う
医
療
需
要
の
縮
小
、
医
療
従
事
者

確
保
の
困
難
化
、
併
せ
て
令
和
６
年
４
月

か
ら
の
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
に
よ
る

影
響
を
考
慮
す
る
と
、
医
療
提
供
体
制
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
５
年
に
生
月
病

院
で
は
、
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
を
進

め
ま
す
。
こ
の
改
革
は
、
国
に
よ
る
医
師

の
労
働
時
間
適
正
化
で
あ
り
、
病
院
と
地

域
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
な

け
れ
ば
実
り
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
、

地
域
の
皆
様
に
は
、
地
域
医
療
と
救
急
医

療
を
守
る
た
め
に
、
〈
①
適
切
な
診
療
時

間
帯
に
受
診
す
る
〉
〈
②
コ
ン
ビ
ニ
受
診

を
控
え
る
〉
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
月
病
院
は
、
地
域
の
皆
様
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
変
わ
ら
ぬ
暮
ら
し
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
地
域
に
医
療
と
介
護
を
堅
持

す
る
こ
と
を
責
務
と
し
て
、
地
域
包
括
ケ

ア
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

生
月
病
院
を
〝
か
か
り
つ
け
医
〞
と
し
て

地
域
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
は
、

病
院
運
営
の
何
よ
り
の
応
援
と
な
り
ま
す
。

「
生
月
病
院
が
地
域
を
支
え
、
地
域
が
生

月
病
院
を
支
え
る
」
、
こ
の
よ
う
な
相
互

扶
助
の
関
係
を
共
に
構
築
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を

祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

外来診療カレンダー外来診療カレンダー

 

    
    
        



掲示板

国民健康保険平戸市民病院
院長 堤 　竜 二

　
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
粉
骨
砕
身

　

昨
年
は
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し

た
。
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
国
内
で

は
、
近
年
の
日
本
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
安
倍

晋
三
元
総
理
大
臣
が
逝
去
な
さ
り
偉
大
な

舵
取
り
を
失
い
ま
し
た
。
わ
が
国
そ
し
て

世
界
が
迷
走
し
カ
オ
ス
の
海
に
呑
み
込
ま

れ
そ
う
で
す
。
医
療
に
お
い
て
は
や
は
り

コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に
終
わ
る
と
い

う
状
況
で
し
た
。COVID-19

の
毒
性
は
低

下
し
た
も
の
の
、
た
だ
の
風
邪
（Com

m
on

cold

）
と
は
ま
だ
言
え
な
い
状
況
で
、
高

齢
者
に
は
依
然
危
険
な
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、

感
染
防
御
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
若
く
御
元
気
な
方
に
は
受
診
を
控
え

て
頂
く
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
医
療
体
制
が
逼
迫
し
、
本
当

に
救
急
処
置
が
必
要
な
方
に
手
が
回
ら
な

く
な
る
状
況
に
し
て
は
い
け
な
い
か
ら
で

す
。
本
年
も
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
国
民
健
康
保
険
平
戸
市
民
病
院

の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
８
月

に
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
コ
ロ
ナ
禍

が
始
ま
っ
て
以
来
の
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま

し
た
。
困
難
な
状
況
の
中
、
市
民
の
皆
様

の
健
康
防
衛
の
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
り

公
立
病
院
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
中
南
部
地
区
の
み
な
ら
ず
、
平

戸
市
全
体
か
ら
の
発
熱
患
者
を
受
け
入
れ
、

身
を
粉
に
し
て
働
い
た
職
員
の
献
身
が
あ

っ
た
こ
と
を
ご
承
知
頂
け
た
ら
幸
甚
で
す
。

「
健
康
は
労
働
か
ら
生
ま
れ
、
満
足

は
健
康
か
ら
生
ま
れ
る
」

　

こ
れ
は
17
世
紀
の
英
国
の
経
済
学
者
、

医
師
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
卿

の
言
葉
で
す
。
三
段
論
法
で
「
満
足
は

労
働
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
も
解
釈
で
き
る

で
し
ょ
う
。
ペ
テ
ィ
卿
は
労
働
意
欲
が
高

い
か
ら
健
康
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
と

も
述
べ
て
い
ま
す
。

日
本
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
お
お
む
ね

80
歳
で
す
が
、
健
康
で
過
ご
す
年
齢
は
72

歳
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
人

生
の
最
後
の
８
年
間
は
介
護
が
必
要
に
な

る
と
言
う
こ
と
で
す
。
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
８
年
間
を
い
か
に

短
く
過
ご
す
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
今

後
人
口
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、
15
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
労
働
人
口
の
減
少
は
顕

著
で
、
高
齢
者
を
騎
馬
戦
型
（
３
人
）
で

支
え
て
い
た
時
代
は
過
ぎ
去
り
、
肩
車
（
１

人
）
で
支
え
る
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
回
避
す
る
に
は
健
康
寿
命
の
延
伸

は
不
可
避
で
、
70
歳
定
年
制
は
規
定
路
線

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
平
均
寿
命
は

ど
ん
ど
ん
伸
び
る
と
予
測
さ
れ
、
２
０
０
０

年
生
ま
れ
は
１
０
０
歳
ま
で
生
き
る
そ
う

で
す
。

　

一
般
に
、
健
康
（H

ealth

）
と
は
病
気

で
は
な
い
状
態
、
あ
る
い
は
血
液
検
査
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
が
見
つ
か
ら
な
い
状

態
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
に
加
え
身

体
的
に
活
き
活
き
と
精
神
的
に
朗
ら
か
に

過
ご
せ
る
本
当
の
健
康(W

ell-being)

の

重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
診
を
受
け
、

で
き
る
だ
け
楽
し
く
長
く
働
け
る
健
康
を

手
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
健
康
を
守
る
砦
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。



今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー生

月
病
院　

臨
床
検
査
技
師

前　

田　

孝　

典

特集

8：30 出勤
〜 外来患者さんの血液、
　　　　　尿検査
12：00
〜 昼休憩　
13：00
〜 予約の健診検査

（血液、尿、聴力等）
病棟患者の心電図、
腹部エコーの研修
（時間に余裕がある時）、
午後外来患者さんの検査

17：15
※予防接種等があるときは、案内
　もします。

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
の
名
前
は
、
前
田
孝
典
と
申
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
５
月
１
日
よ
り
生
月
病
院
で
働
い
て
お
り
、

生
月
生
ま
れ
の
生
月
育
ち
で
、
生
粋
の
生
月
人
で
す
。

　

長
崎
大
学
工
学
部
を
卒
業
後
、
大
村
と
佐
世
保
で
設

計
開
発
業
務
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
一

念
発
起
し
て
専
門
学
校
へ
入
学
し
、
現
在
の
臨
床
検
査

技
師
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

生
月
病
院
を
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
が
育
っ
て
き
た
地
元
へ
の
恩
返
し
、
地
元
の
人

の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

臨
床
検
査
技
師
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
村
と
佐
世
保
で
実
際
に
働
い
た
経
験
か
ら
、
自
分

に
合
う
職
種
は
検
査
業
務
に
関
わ
る
仕
事
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
検
査
業
務
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る

か
調
べ
て
い
き
、
国
家
資
格
で
あ
り
将
来
的
に
も
安
心

で
き
る
臨
床
検
査
技
師
と
い
う
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

臨
床
検
査
技
師
と
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
で
す

か
？

　

主
な
仕
事
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
血
液
な
ど
の
検
体
を

採
取
し
、
検
査
機
器
を
使
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
身
体
の

状
態
を
検
査
値
と
し
て
数
値
に
表
す
こ
と
で
す
。

　

血
液
検
査
以
外
に
も
、
尿
検
査
、
聴
力
検
査
、
心
臓

の
動
き
を
診
る
心
電
図
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
働
い
て
み
て
、
い
か
が
で
す
か
？

　

患
者
さ
ん
の
色
々
な
検
査
数
値
を
み
て
、
前
回
よ
り

も
良
く
な
っ
て
い
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
し
、
悪
く
な
っ

て
い
る
場
合
で
も
治
療
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
検
査
結
果
が
、
医
師
の
判
断
の
一
助

と
な
り
、
患
者
さ
ん
の
身
体
が
良
く
な
っ
て
い
く
治
療

の
力
に
な
れ
て
い
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。今

後
の
目
標
は
？

　

現
在
、
私
は
血
液
、
尿
、
聴
力
、
心
電
図
の
検
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
今
、
腹
部
エ
コ
ー
を
研
修
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
年
度
中
に
腹
部
エ
コ
ー
の
検
査
を
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

将
来
的
に
は
、
細
菌
検
査
や
他
の
検
査
分
野
の
資
格

を
取
っ
て
、
よ
り
出
来
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
き
た
い

で
す
が
、
ま
ず
は
、
需
要
が
高
い
エ
コ
ー
検
査
の
資
格

で
あ
る
超
音
波
検
査
士
の
資
格
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
従
事
者
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私
は
高
校
生
の
頃
、
他
人
に
薦
め
ら
れ
た
大
学
や
就

職
先
を
な
ん
と
な
く
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

社
会
に
出
て
実
際
に
働
い
て
み
る
こ
と
で
、
仕
事
に

対
し
て
真
剣
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も

っ
と
早
く
自
分
の
将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

た
ほ
う
が
早
い
段
階
で
自
分
に
合
っ
て
い
る
職
種
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
将
来
の
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、

自
分
に
向
い
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



風物はくすり⑪

　昨年、お茶の間に届けられたNHK大河ドラマ『鎌倉殿の13人』。関東を中心とした武士たちが権力の座を巡り、
し烈な駆け引きを繰り広げる本作は話題を呼び人気を博した。
　将軍である鎌倉殿に忠節を誓い本領を安堵された武士を御家人と呼ぶ。ドラマの「鎌倉殿の臣下13人」がまさ
にこれにあたるが、私たちの暮らす平戸中南部にも御家人がいた。
　現在までに、津吉十郎、紐差太郎などの御家人の名が知られている。彼らは津吉や紐差に所領を持ちその支配を
鎌倉殿に認めてもらっていた。
　紐差太郎は実際に紐差に居を構えたため、「紐差」と姓を名乗った。現在でも「ジョーヤマ」という城跡がその
遺構をとどめており、戦時はここに詰め敵の襲来に備えたのであろう。彼は紐差以外にも「宝亀」、「的山大島」
などの土地を管理する「地頭」の他、「海夫本司」という役職を授かっていた。この役職は海産物等の管理を掌握
するため、当時の紐差氏は平戸の多くの田畑および海浜において大きな権限を持っていたことが伺える。「ジョウ
ヤマ」の山域に「カキアライガワ」という谷川がある。これは「牡蠣洗い川」の意味であると言われる。田崎、外
首、木ヶ津は古くから牡蠣の産地として知られており、紐差浦一帯は今も昔も変わらず豊かな海である。牡蠣も
「海夫本司」が徴収する貢物であったのであろうか。ちなみに、紐差太郎の後継においては、兄弟間でその権能を
分け合っており、紐差地頭を受け継ぐ紐差氏に対し「海夫本司」は的山大島の地頭職の補任を受けた大島氏が継い
でいくことになる。
　牡蠣はまさに今が旬である。平戸のみならず、いたる所で「かき小屋」が建ち、その味と食感に舌鼓を打ってい
るのではないだろうか。生食は鮮度が保たれている場合に限るだろうが、奈良時代以前よりの貢物としての牡蠣は
専ら干物であったことであろう。「蠣腊（カキノキタイ）」という言葉があるが、これは牡蠣の干物を指し、平城
京跡地より発掘された『長屋王家木簡』に「蠣腊五籠」と記されていたことからも古来から重要な貢物であったこ
とが伺える。
また、牡蠣は古来より薬としても用いられて来た。「牡蠣殻」は「ボレイ」と呼ばれ、高温で焼成し粉砕した

「ボレイ末」を用いる。胃薬として有名な安中散の構成成分でもあるが、柴胡加竜骨牡蛎湯はストレスや不安で眠
れない方向けの漢方であり、悪夢に対しても効果があるとも言われている。
　悪しき夢のような事件。『鎌倉殿の13人』でも描かれた作品最大の見せ場の一つである将軍・源実朝の暗殺事
件。雪の降る夜、鎌倉の鶴岡八幡宮の石段で因果の果てに甥の僧侶に謀殺される。わずか26歳。この悲劇の将軍
は歌人としても著名であり、多くの歌を残している。最後に一首紹介したい。

「身につもる　罪やいかなる　罪ならん　今日降る雪と　ともに消ななむ 」

「わが身に積もった罪は、果たしてどのような罪なのだろうか。今日降る雪と共に消えてしまって欲しい」とい
う歌。まさに、自らの死の予兆のような歌であり戦慄を禁じ得ない。そしてただただ儚い。20代の若者が避けて
は通れない自らとその血筋の「業」に絶望し、また来世においてすら希望を見いだせずにいる。因果より逃れたい
という叫びというよりも諦めにも似た姿に、聞く者は悲しみを覚えずにはいられない。
　悪夢であれば牡蠣の薬が解決してくれるのであろうが、現の苦悩はそうはいかない。抗い難い困難をただ諦観に
よって受け入れるということが、一体誰のためになるというのか。身に受けた才覚と能力は、その困難を乗り越え
るために天から授けられたものではないのか。罪のない人などいない。しかし、因果、因縁は自らで変えていける
ものだ。天命とは人事を尽くしてはじめて与えられる結果である。
　雪の季節には熱い牡蠣鍋、牡蠣焼きで一杯といきたいものだ。一年が素晴らしい夢で始められるように。

平戸市民病院薬剤班 近　藤　　司

←『鶴岡八幡殺人事件』
  私が 14歳当時（1996 年）、夏休みの宿題で作成した作品
  中学生なりに将軍・実朝を暗殺した真犯人は誰かを考察した

ヒートショックに
 注意しましょう！
　  　



平戸市森林組合

㈲井元産業 しいたけ生産部

平戸市宝亀町91-1
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104

ふるさとの味

年末年始とお酒と検査のお話

　皆さま、年末年始をどのようにお過ごしになられたでしょうか。

　新型コロナウイルスが流行り、自粛ムードになってから早３年。

今年は少し自粛ムードも和らぎ、お酒を飲むイベントに参加する

機会も増えたのではないでしょうか。

　お酒は食の楽しみを広げ、生活に潤いを与え、ココロの距離も

近づけてくれます。

　また、血圧の循環を促進し、精神的なストレスを緩和する働き

を持っていますが、お酒の効用をしっかり活かすためには、適度

に摂ることが大切です。飲みすぎて体調をくずさないように、健康的な飲み方を理解しておきましょう。

　お酒を飲む方は、特に注意してほしいのが肝臓です。

肝臓は別名「沈黙の臓器」と呼ばれる臓器です。

何か症状が出てからでは遅く、早期発見が大切です。

　したがって、お酒を常習的に飲んでいる方は、症状がなくても定期的

に血液検査を受けるようにしてください。代表的な血液検査項目として

はγ-GTP 、AST（GOT）、ALT（GPT）があります。

肝臓ともっとも関わりが深く有名なものは、γ-GTP（ガンマ-ジーティー

ピー）です。γ-GTPは、肝臓や胆管の細胞がどれくらい壊れたかを示す一つの指標になります。特にアル

コール性肝障害や、胆石で胆道がふさがれたときに数値は上がりやすいと言われています。γ-GTP値が高

いと、それだけ肝臓などが破壊されている、という証拠になるのです。

　肝臓がダメージを受ける前に、自分の血液検査の値がどれくらいなのか、自分の肝臓がどういった状態

なのかを認識し、基準値を上回っている場合は病院を受診しましょう。そのときは禁酒も覚悟しなければ

ならないかも知れませんから、日頃からアルコールの量には注意して自分自身の身体をいたわりましょう。



血液透析に
　　　ついて

平戸市民病院療養病棟看護
　スタッフの

透析についてお話しする前に・・・

　まずは、腎臓の働きについて説明しましょう。

　腎臓は、腰上部の両側にある握りこぶしくらいの左右一対の臓器です。

腎臓の役割は、心臓から送られてくる血液をフィルターでこし出す事により、血液中の老廃物や余分な水分

を「尿」と言う形にして体の外に排泄します。

　こうして体内を一定の環境に維持しています。その他、ホルモン産生や電解質の調整等も行っています。

透析とは？

　何らかの原因で腎臓が悪くなり、その機能が低下してくると、尿中に排泄されるべき老廃物や水分が体内

に溜まってしまいます。

　その治療法としてあるのが「血液透析」です。

血液透析とは？

　機械を使い、ポンプで連続的に血液を体外に取り出し、人工腎臓（ダイアライザー）に通します。ここで

透析液という調合された血液を体内へ戻します（この時に必要なのがブラットアクセスといわれる腕の血管

で、予め手術で作成されます）。この治療を１回３～５時間、１週間に２～３回行います。

　治療中、患者さんはベッドに休みます。会話をしたり、テレビを見たり、ぐっすり寝ている人もいます。

治療には、1人１台の機械が必要です。

　平戸市民病院には、７台の患者監視装置と、２台のオンラインHDF（血液濾過透析）対応装置が設置さ

れています。HDFは体にかかる負担が少なく、効率の良い治療法とされていて、高齢者の透析導入や、長

期治療により起こる合併症に有効です。

　その他、機械室内には透析液を作る装置、透析液に必要な水を作る装置な

どたくさんの機器が設置されています。日常点検・定期点検を行い、安全で

質の高い治療を提供できるように心がけています。

　「透析」と聞くだけで、難しく困難な病気と思われるかもしれません。

　昔は確かに大変だったかもしれません。

　しかし、透析医療の進歩と社会保障制度の充実により、現在では多くの患

者さんが社会や家庭で元気に活躍されています。

　また、最近流行している新型コロナウイルス対策（感染対策）として、隔

離個室に陰圧装置を備え、他の患者さんとは別に対応させて頂いております。

（平戸市民病院　療養病棟看護師　重富　純子）
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ヒートショックにヒートショックに
 注意しましょう！注意しましょう！
　    　

ヒートショックに
注意しましょう！
  

暖かい室内

血圧安定

熱い浴槽

血圧低下

寒い浴室

さらに血圧上昇

寒い脱衣所

血圧上昇

正常な血管 血管収縮 血管収縮 血管拡張



「押し寿司」

（酢飯）

①　すし酢の分量を鍋に入れ火にかけ、砂糖が溶けたら　

　火を止める。

②　①とごはんを混ぜ、酢飯を作る。

※すし酢の残りは、後ほど、押し型や手に酢飯が付かない

　よう、手や型に使用する。

（具）

①　だし昆布に切り込みを入れ、水につけておく。

②　干しシイタケを水につけ戻す（戻し汁は取っておく）。

③　かまぼこ・人参・高野豆腐・干しシイタケは、ささが

きごぼうの大きさに合わせ切る。

④　①と②の戻し汁を合わせ火にかけ、沸騰直前に昆布を

　取り出す。

⑤　④に③の具（かまぼこ、人参、高野豆腐、　干しシイタ

　ケ、ささがきごぼう）を入れ具が隠れるくらいに水分を

　加え調整し、砂糖・薄口醤油・酒を入れ具が軟らかくな

　るまで煮る。

（押す）

①　具はザルに上げる。

②　押し型と手に、すし酢をつける。

③　型に酢飯→具→酢飯の順に入れ押す。その上に、錦糸

　卵・桜でんぶ・パセリを飾ったら出来上がり。

平戸のお祝い事で作られていた郷土料理「押し寿司」をご紹介します。

貴重だった砂糖をふんだんに使い、おもてなしの気持ちを表しています。

【材料２人分（４個分）】
ごはん（米1合分）  330ｇ
※やや硬めに炊く

（すし酢）
酢 40㎖
砂糖 40ｇ
塩 小さじ２/３（４ｇ）

（具）
すぼかまぼこ 1/3本
人参 10ｇ
ささがきごぼう 20ｇ
高野豆腐 １/２枚
干しシイタケ １枚
だし昆布 適量
薄口醤油 小さじ２（12ｇ）
砂糖　　　　　 　　小さじ２（６ｇ）
料理酒　　　　　　小さじ２（10ｇ）

（かざり）
錦糸卵 適量
桜でんぶ 適量
パセリまたは山椒芽など 適量

〇具は多めに作り、汁と一緒に冷凍保存することも可能です。

〇押し寿司型の代用として、タッパーやケーキ型、空き箱等の内部にラップを敷き、酢飯→具→酢飯

の順に入れ手で押し、皿をフタのように被せ逆さにし型を抜くと、底面の平らな部分が上に来る。　

それを好みの大きさにカットし、飾りつければ出来上がり。

【栄養価1人あたり（２個分）】

エネルギー　　420kcal　　  たんぱく質　　　10.3ｇ

脂質　　　　　 3.4ｇ　　  炭水化物　　　　86.5ｇ

食塩相当量   　　3.3ｇ



有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

掲示板掲示板掲示板

平戸市民病院  外来看護師  廣田　真奈美（右）
平戸市民病院  放射線技師  鳥居　遥（左）

平戸市民病院　薬局窓口横に展示しております。

平
戸
市
民
病
院
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

第
25
回
初
期
消
火
操
法
競
技
大
会

女
子
の
部　

優
勝

◆
竹
細
工　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

体
験
工
房
竹
と
ん
ぼ
（
獅
子
町
）
で
は
、
竹
馬
、
竹
笛
、
竹

と
ん
ぼ
な
ど
を
作
り
、
園
児
や
地
元
の
小
学
生
た
ち
に
竹
で
作

る
お
も
ち
ゃ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
タ
オ
ル
帽
子

　

平
戸
ア
ネ
モ
ネ
会
は
、
が
ん
患
者
支
援
相
談
サ
ポ
ー
ト
、
情

報
発
信
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
促
す
た
め
の
啓
発

な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
４
日
（
金
）
平
戸
市
消
防
本
部
に
お
い
て
、
初
期

消
火
の
技
術
習
得
、
事
業
所
に
お
け
る
消
防
用
設
備
等
の
適
正
な
維

持
管
理
、
お
よ
び
防
火
思
想
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
初

期
消
火
操
法
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
戸
市
民
病
院
か
ら
２
名
の
職
員
が
出
場
し
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

◆
競
技
内
容

　

火
災
発
生
の
ベ
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
、
２
人
で
協
力
し
て
１
１
９

番
通
報
・
避
難
誘
導
・
消
火
器
の
取
扱
い
な
ど
初
期
消
火
活
動
の

正
確
性
や
消
火
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

体験工房竹とんぼ
杉山　安信様

がん患者支援団体
平戸アネモネ会



外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー
■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院

担当医師診　療　科

担当医師診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

担 当 医 師

担 当 医 師

所　　属 診  　　　療  　　　日

月
午前 午後

診　療　科

診　療　科

月
午前 午後

 火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木 金
午前 午後 午前 午後

内　　　　科

外　　　　科

小 　 児 　 科

眼　　　　科

○
○
○
○
○

○

○
○

○

〇

○

△ △

△

○
○
○

○

○

△ ○

○
○

○
○

△

△

○
○
○

○

○

生月病院
長崎労災病院
長崎大学病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院

サン・レモリハビリ病院

毎月第１水曜日（午後）　　　　　　　　　　　※大腸ファイバー
毎月第３金曜日（午前中）
毎月第２・第４金曜日（午前中）　　　　　　　※予約患者のみ　　   
毎月第１金曜日（午前中）       
毎月第２・第４木曜日（午前中）　　　　　　　※予約患者優先   
毎週火曜日　９：００～１１：３０　　　　　　※予約患者のみ   
毎月第２・第４木曜日　９：３０～１２：００　※予約患者のみ   

○
○
○ ○ ○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

青洲会病院
伊万里有田共立病院

サン・レモリハビリ病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日
毎月第４金曜日       
１月16日（月）～20日（金）午前中       
２月13日（月）～17日（金）午前中
３月13日（月）～17日（金）午前中       
毎月第１木曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの医師が輪番で診察します。  
◆「禁煙外来」は休診中です。
◆「小児科」の診察は、16：30までとなります。それ以降の時間帯は
　「内科」で診察します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆受付時間及び診療時間は以下のとおりです。
　【受付時間】（午前）7：45～11：00 （午後）14：00～16：30
　【診療時間】（午前）8：30～12：00 （午後）14：00～17：15      

※
※
※

※

※ ※
※

※

※

※
※

※

※

※
※

１月：１６日、17日、30日、31日　２月：13日、14日、27日、28日　３月：13日、14日、27日、28日　

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

飯　野　俊　之
中　桶　了　太
池　田　恵理子
髙　橋　康太郎
堤 　 竜 二
押 淵 　 徹
濵　田　貴　幸
濵　田　貴　幸
九 州 大 学
派 遣 医 師

山　下　雅　巳
延　末　謙　一
調 　 漸
池 田 　 徹
北　川　直　毅
田　中　奈津美
原 　 真 一 郎

内 科

神 経 内 科
呼 吸 器 内 科
脳 神 経 外 科

整 形 外 科

山　下　雅　巳
小　村　哲　永
石　塚　由実子

内 科

川 村 雅 也
松 永 和 雄

小 林 　 誠

原 　 真 一 郎
前 田 邦 彦

泌 尿 器 科
循 環 器 科

整 形 外 科

眼 科

※予約外診療、外科診療

△
△
△
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重症者や緊急性の高い患者さんの受入れを優先する
ため、軽症の方には、長崎県陽性者判断センターをご
案内させていただく場合がございますので、何卒ご了承ください

ますようお願いいたします。

　第８派の新型コロナウイルス感染拡大に伴い、発熱外来の受診希望者が激増しております。発熱外来

の電話が殺到し、電話回線が混み合いなかなか繋がらないという状況となっており、大変ご迷惑をおか

けしておりますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　なお、症状があるにもかかわらず、直接来院される方がおられます。他の患者さんやスタッフへの感

染リスクが高まりますので、直接の来院は、お控えくださいますようお願いいたします。

面会も全面禁止です。

■平戸市民病院　
（電話番号） 0950-28-1113
■生月病院
（電話番号） 0950-53-2155

面会

病院からの緊急のお願い

　微熱、咳、鼻水、のどの痛み、下痢など発熱や風邪
症状がある方は、まずは平戸市民病院、生月病院へ
お電話でご相談ください。

※平戸市民病院では、電話診療も受付けておりますので、まずはお電話でご相談ください。
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